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は じめに

　理科 は，それぞれ の 班が独 立 して 実験を進 め

て い ることが多い 。 他 の 班の実験結果や考察を知

るの は ，実験終了後の まとめの 場面となる。子 ども

たちにとっ て，他 の 班 の 情報 は，実験 結果 の 相違

点を明らか に したり，こ れまでなか っ た新しい ア イ

デ ィア を手 に した りとと有効なもの となる。 しか し，
そこを起点に 学 び を再構成する時間的余裕はな

い 場合が多 い 。

　そこ で本論は ，実験をしなが ら複数 の 班 の 学び

をリア ル タイム に可視化 で きる環境 を用意す ること

で，学び の 再構 成を促 進させる実践をお こなう。
1 ，創発的分業支援シ ス テ ム の 概要

　これ までも実験 を行 い ながら， 実験デ
ー

タや感

想をコ ン ピ ュ
ー

タ上 に表示 し，子どもの 相互 作用

を促 した実践
i）
があっ た。しか し，レ ス 式掲示 板に

よるテ キス トで の 意見 交換で あるため ，す べ て の

班 の 様 子 が把握 し に くく，実験と書き込 み が 両立

で きない などの 問題 が あ っ た。

　本研 究 で は，同期型 の CSCL シ ス テ ム で ある
“
創発的分業シ ス テ ム （Kneading 　Board＞

ii）”

（略称

KB ）を利用する。　KB の特徴は ，ロ グイン した複数

の ユ
ー

ザ が共 同で
一

枚の シー
ト上 に情報を書き

込 むことがで きることにある。また，シ
ー

トへの 操作

やマ ウス の動きは，他 の n 一ザにモ ニ タ
ー

される。

複数 の ユ ーザの 作業状況を把握 し， そ の 状況 を

考慮 に 入 れ た 作業を行 うの に 適 したシ ス テ ム
血 ）

で

ある。
2 ，実践の方法

（1 ＞実践の 対象

　対象 の 対象は，茨城県 の 公立小 学校の 6学年
の 1クラス （32 人）で ある。実施時期は ，平成 16 年
12月である。

（2 ） 利用環境

　実践は，す べ て 理科室 で お こな っ て い る 。 理科
室 の 実験卓に は4 名構成 の

一
っ の 班が対面して

座っ て い る。 各 班には ，
KB 用 の クライア ン トとして

ノートパ ソコ ン （IBM　R51 ；LinuxOS）を設置した。各

クライア ン トは ，無線 LAN で イン タ
ー

ネ ッ ト上 の

サーバ に接続され て い る。

（3 ）実践の流れ

　 小学校 6年生 の 単元 「電 磁石 の性質」全 15 時

間 で 実践 をお こなっ た。KB を利 用したの は，そ の

うちの 10 時間で ある。

第 1 時 「コ イル を作ろう」

第 2・3時 「コ イル に 電 流を流 そう」

第 4〜12 時 「力 の 強 い 電磁 石を作ろう」

　  学習計画 を立て よう。

　  電池が 1つ の ときと2 つ の ときの 電磁石 の 力を

　　比 べ よう。

　  コ イル が 100回巻きの ときと200回巻 きの とき

　　の 電磁石 の 力を比 べ よう。

　  その ほ か の条件でも調べ て み よう。

第 13・14 時「コ イル と磁石 でモ
ー

タ
ー

を作ろう」

第 15 時 「単元 の ま とめ 」

本論 で は ，KB を使 っ た実践 の うち 「コ イル に電

流を流そう」と「力の 強い 電磁石 を作ろう」の   と 

の 合計 6 時間 か ら学び の 再構 成を考察する。
3 ，事例か ら見た学びの再 構成

　詳細は ，当 日に発表する。
〈付記 〉

　本研 究は，平成 17 年 度科学研 究補助金・基盤研 究

（B）（D（課題 番 号 No ．173QO260 代 表 ：鈴木 栄幸）の 支 援を

受 けて い る。
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